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長崎県技術士会

平成26年 10月10日発行・責任者 山口 和登

長崎県技術士会の設立と歩み 

監事 大橋義美（建設・総合技術監理）

はじめに

8月の役員会で、長崎県技術士会の歴史が議題に

なりましたので調査した結果を報告するもので

す。 

１．設立について 

会の設立年を調べましたが、資料を見つけること

が出来ず推察となりました。長崎県最初の技術士

は黒瀬正行氏（S35年・建設）で、その後、野々下

金氏（S42 年・応用理学）、藤永勝之氏（S47 年・

応用理学）吉田強氏（S48年・建設）、柏原公二郎

氏（S49 年・応用理学）、犬束洋志氏（S50 年・建

設）等の諸氏が合格されています。 

一方、日本技術士会九州支部は昭和40年に設立

され、昭和55年には黒瀬氏が支部長に就任されて

います。上記の状況から昭和50年頃には数名の技

術士の方々が活動され会を立ち上げられたものと

推察し、昭和50年（1975）を「長崎県技術士会の

創立年」としてはと考えます。当年を創立年とす

ると来年(2015)は創立40周年となります。 

２．歴代会長について 

創立39周年間に於ける、歴代の会長は初代が黒

瀬正行氏(推察)、続いて野々下金氏（推察）、昭和

56年に田中武熊氏、平成5年に福岡辰義氏、平成

7年に犬束洋志氏、平成23年に山口和登氏が就任

されています。 

３．会則の制定について 

設立当時は会則もなかったので九州支部の会則

などに準拠し運営していました。平成17年7月の

総会で新しい会則が審議・承認され、その後会則

の一部を変更し現在に至っています。 

４．会員の動向について 

発行された名簿によると 

① 昭和56年版 （1981）18名 

② 昭和60年版 （1985）20名 

③ 平成 2年版 （1990）50名 

④ 平成 7年版 （1995）67名 

⑤ 平成12年版 （2000）84名 

⑥ 平成15年版 （2003）92名  

⑦ 平成17年版 （2005）100名 

⑧ 平成23年版 （2011）131名 

⑨ 平成26年版 （2014）157名  

で、年々増加し多くの会員からなる組織となりま

した。 

５．機関紙の発刊・名簿の発行について 

機関紙は犬束前会長の発案で平成15年4月に創

刊号を発行し、以来年間4回の発行で47号になり

ました。 

機関紙により広報、会員間の情報交換、会活動の

資料となっています。又、官公庁等へ配布してい

ます。名簿は、平成21年度より毎年発行し会員は

もとより官公庁等へも配布しています。 

６．NERC との連携（事務局と HP の開設）につい

て 

事務局は企業内等に置いていましたが、NERC の

ご厚意により平成 17 年に事務局を、18 年 4 月に

HP を開設させていただきました。これらの NERC

との連携・協力体制はNERC関係者のご理解と犬束
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前会長のご尽力によるものです。 

７．研修会の開催について 

（１）県技術士会の研修会 

年間2～3回程度の研修会を開催しています。講

師には会員はもとより、官庁、大学、業界等の方々

にお願いしています。 

（２）日本技術士会の長崎地区でのセミナー等の

開催に当たっての協力 

① 第 8 回九州地区の官公庁職員と技術士との

合同セミナー（共催） 

平成7年11月10日 於 長崎厚生年金会館 

平成7年11月11日 現地見学会（雲仙噴火災害）

・≪主題≫水問題の新たな展開について 

パネリストを長崎県関係者、会員が務めました。

② 日本技術士会水産部会研究発表会 

平成20年11月7日見学会（新長崎漁港）懇親会

平成20年11月8日 於 長崎大学水産学部 

③ 九州支部防災実務者セミナー（共催） 

平成21年6月20日  於 諫早文化センター 

④ 第17回西日本技術士研究・業績発表年次大

会 

平成23年10月21日 交流会（グラバー園） 

平成23年10月22日 於 ブリックホール 

・≪主題≫西日本の大規模災害を考える 

上記のように長崎地区で開催された行事に対す

る協力を行ってきました。会員の参加、発表によ

り盛会に開催されました。 

８．外部関連機関等との協力について 

（１）長崎大学 

① 長崎大学が幹事で開催されている「長崎地盤

研究会」（通称・ジオラボ）は、年6回程行われて

いますが、平成23年から研究会を後援しており多

くの会員が参加、又、講師として講演されていま

す。 

② 長崎大学名誉教授の岡林隆敏先生に平成 25

年度から会の顧問に就任していただき、大学との

連携構築・会運営への助言・研修会での講演等を

お願いしています。 

③ 平成25年に、長崎大学中村聖三教授が会長

で発足された「産業基盤維持管理技術研究会」を

後援し協力しています。 

④ その他、今後の協力体制へ向けての検討を行

っています。 

（２）NERC 

平成17年よりNERC主催の「ながさき建設技術フ

ェアー」を後援しています。 

（３）長崎日独産業交流協会 

平成 11 年に交流協会と県技術士会が中心にな

り、ドイツの環境事情について現地調査を行うと

共に一般市民に対し報告会を開催しました。 

（４）佐賀NPO法人技術フォーラム 

平成15年より佐賀県のNPO法人技術フォーラム

の賛助会員として交流を図っています。毎年11月

に「技術懇話会」が開催され講師の派遣と会員が

参加しています。 

（５）佐世保工業高等専門学校（JABEE認定校） 

平成21年6月に、教授・専攻科学生に「技術士」

について講演を行いました。 

おわりに 

長崎県技術士会の設立と歩みを簡単に記しまし

たが、推察した点もあり会の歴史としは不十分な

ため、今後皆様より情報の提供を頂き創立40周年

までに取り纏めたいと考えています。会員皆様の

ご協力を宜しくお願い致します。 
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第４１回技術士全国大会（福岡）への参加お

願い

長崎県支部 支部長 毎熊 元

１０月に入り朝晩めっきり涼しくなりました。会

員の皆様におかれましては、益々ご健勝でご活躍

のことと存じます。

日頃から、県技術士会、日本技術士会の会員の皆

様方には、会の活動にご協力頂き感謝申し上げま

す。

このたび、日本技術士会主催の全国大会が九州、

福岡で開催されることとなりました。期間は１１

月９日（日）から１１日（火）までの３日間とな

っております。全国からの参加者を５００名以上

予定しておりますが、現在３６０名でまだ予定ま

で達しておりません。九州本部からも参加割り当て

要請が来ています。そのため、申し込みの締め切り

は未定で延長しております。会場は福岡国際会議

場となっております。

大会参加には、１日だけであれば長崎からの日帰

りは可能と思われます。

九州での全国大会の機会は中々無いと思います

ので、可能な方は、これを機会に参加へのご協力

を是非よろしくお願い致します。

日程については、

１１月９日：専門会議、各部会

１１月１０日：体験発表：大会式典、記念講演

１１月１１日：テクニカルツアー

となっております。

私も１０日に日帰りで申し込みをしました。

詳細につきましては、「日本技術士会九州本部」

のホームページに「全国大会案内」の掲示があり

ますのでご確認ください。参考までに、大会申込

書を添付させて頂きます。ご協力のほどをよろし

くお願いいたします。

また、１０月２日の県技術士会役員会において、

自主参加される長崎県技術士会員には、交通費等

として５千円の補助を行うことと致しました。

必要な方は、後日、参加証明となるような書類を附

し、山口会長まで、ご請求下さい。

参加へのご協力の程、よろしくお願い致します。

園田 直志 

N.ソノダ技術士事務所 

〒852-8021 長崎市城山町２－4 

TEL.080-3226-7200 FAX.095-861-8279 

Email:  sonoda_naoshi@icloud.com

松本 守 

(有) 創拓エンジニアリング 

〒852-8041 長崎市清水町2番4号FGEX長崎ビル3F 

TEL.095-849-1781 FAX.095-849-1749 

Email:  so_matu@d2.dion.ne.jp

※ 機関紙発行担当者より 

(1)記事にも有りますように、長崎県技術士会の創立時の情報を収集しています。当時の資料や情

報をお持ちの方がいらっしゃれば事務局や下記にご連絡頂ければ幸甚です。 

(2)平成26年11月9日（日）から12日（水）に第４１回技術士全国大会が福岡で開催されます。技術士研

鑽の一環として参加を歓迎しています。申込用紙を添付していますので、参加の方はFAXで申し込んでくださ

い。大会内容等の詳細は、九州本部のホームページを参照して頂ますようお願い致します。 



4


